
 

 

 

 

 

 

 

令和８年６月 

（毎月１９日は食育の日） 

原谷小学校共同調理場

今月の地場産物と 郷 土 料 理
こんげつ じ ば さんぶつ きょう ど りょう り

えごまは、ごまとは 全 くの別物です。 
まった べつもの

シソ科のえごまという 植 物の丸い 形 をし 
か しょくぶつ まる かたち

ている種子をすりつぶしたものです。 
しゅ し

6/１５のえごま和えには小鹿野町で作られた 
あ お が の まち つく

えごまが使われています。
つか

米の生産 量 が比較的少ない地域で、 
こめ せいさんりょう ひ かくてきすく ち いき

ごはんの 量 を増やすために具材を加えたこと
りょう ふ ぐ ざい くわ

からできた 料 理です。 
りょう り

かてめしの語源は「混ぜ合わせる」という意味
ご げん ま あ い み

の「かてる」が語源です。 
ご げん

地域や家庭によって入れる具材や味付けはそ
ち いき か てい い ぐ ざい あじ つ

れぞれです。給 食 のかてめしは酢飯に具材を
きゅうしょく す めし ぐ ざい

混ぜて提 供 します。
ま ていきょう

かぼすはみかんの仲間です。 
な か ま

普段売っているかぼすは 緑 色ですが、秩父の
ふ だん う みどりいろ ち ち ぶ

かぼすは「黄金かぼす」といって黄色なのが 
おうごん き いろ

特 徴 です。 
とくちょう

グレープフルーツのような味で、 
あじ

魚 やお肉、サラダなど多くの 
さかな にく おお

料 理に合います。
りょう り あ

みなさんが普段食べている、こんにゃくは実
ふ だん た じつ

はお芋からできています。秩父では古くから
いも ち ち ぶ ふる

こんにゃくいもの栽培が盛んです。6/2６の
さいばい さか

秩父こんにゃくサラダには両 神で作られた 
ち ち ぶ りょうかみ つく

こんにゃくが使われています。
つか

農作 業 がさかんな秩父では、小腹がすいたときに
のう さ ぎょう ち ち ぶ こ ばら

小昼飯（こぢゅうはん）といった今でいうおやつの
いま

ようなものを食べていました。その代 表 的なもの
た だいひょうてき

がみそポテトでした。 

ちなみに秩父のご当地キャラクターの 
ち ち ぶ とう ち

ポテくま君はみそポテトが 
くん

大好物みたい･･･！
だいこうぶつ

他にも、今月の 給 食 に使われている 
ほか こんげつ きゅうしょく つか

たまねぎ・にんじん・きゃべつ・じゃがいも・お米は埼玉県産のものを使用しています。
こめ さいたまけんさん し よう

打ち豆は古くから寒い時期の保存 食 として大事
う まめ ふる さむ じ き ほ ぞんしょく だい じ

にされていました。 

そしてこの豆は秩父で作られた『 借 金なし大豆』
まめ ち ち ぶ つく しゃっきん だい ず

という品種です。 借 金が返せるほど 
ひんしゅ しゃっきん かえ

たくさん採れるという意味からこの 
と い み

名前がつけられました。
な まえ


